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天界221　　　　　　　　　　字宙な親る，人生な槻る　　　　　　　　　　　　　321
の天文盛は太陽研究の新しい陣容を立てることになった．ピケリングがハ1ゾ
1ド二二天文二三に任ぜられて，子午環を取り除き，分光プリズムを赤道儀に
取り付けた時に，米誌の多くの玄人天文學者は“ハ1ゾ1ド天丈毫の傅統は滅
び，樺威は地に畷ちた”と嘆いた．しかるに，まもなく此のハ；ヅ1ド天文豪
は分光器と光度計と招魂術と（之れ等は何れも物理學者の有つものである）を
以って立ち上り，’〉は天艦物理學の一・7〈中心となって了つた．
　希望に漏ちた前途を恵まれてみる世の素人天文象たちよ1　或る程度までは
勿論，玄人（専門家）の優れた技術を學ぶべし，しかし，決して其れに囚はれ，
其れに終始してはならない．諸君の使：命は些細なる技術を超えて，更に大なる
ものがあることを忘れてはならぬ．素人諸士よ，希くは偉大なる素人となれ！
火星を弄ぶのも宜しい．しかし，火星そのものは，地球人のおもちゃとなるべ
く飴りに嚴崩なる存在である．特に，叉，・〉は，我が日本のみならす，全世界
が死活の間題に直面してみる“非常時”である．軍に火星や彗星を暇つぶしに
弄ぶべき場合ではない．それにも拘らす，吾人が世人の眼を天罷へと導く所以
は，何ものにも代へ難き重要性を此等の研究に期待するからである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1939．　8．　1）
　　　　　　　　東亜の公私各方面の天文家に告ぐ〔急報367〕
　多分御承知の通り，昨年來園際天文同盟の一一．一部に新しく革茸悪獣編輯委員會
が組織せられ，其の事業の第・一一着手として，188i年から18り8年まで前後18ケ年
間に磯表された全世界の天文學的研究論文を集め，減等のカタログ及び其の内
容の概略を編輯するこ．としなった．
　下名は其の委員の一名であるが，他の委員は殆んど全部欧洲に居る人々なの
で，自然，下名は東亜全膿にわたる文鰍を蒐集しなければならなv・と思ふ．
　乾ては上記1881－1898年間1こ公私各方面天文家から獲表せられた論：文或は其
の卜しを2部つつ本年九月末日までに下名へ届けて頂きたい．
　浩し回れに洩れる場合には，永く其の文官は三界に知られざるまし葬り去ら
れるかも知れないと思ふ．
　樹ほ此の委員會の詳細は天界第222號（來る十月號）を見られよ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉販天交豪長　　山　本　一　清
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住所：京都市吉田泉殿町59）
